
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

省

令

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

﹇
略
﹈

第
一
章
・
第
二
章

﹇
同
上
﹈

第
三
章

隊
員

第
三
章

﹇
同
上
﹈

第
一
節
〜
第
九
節

﹇
略
﹈

第
一
節
〜
第
九
節

﹇
同
上
﹈

第
四
章

雑
則
（
第
八
十
六
条
の
五

第
九
十
九

条
）

第
四
章

雑
則
（
第
八
十
六
条
の
四

第
九
十
九

条
）

附
則

附
則

（
即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
招
集
期
間
）

（
即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
招
集
期
間
）

第
四
十
九
条
の
四

法
第
七
十
五
条
の
五
第
三
項
に

規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
期
間
（
次
項
、
第

五
十
条
及
び
第
八
十
六
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て

「
訓
練
招
集
期
間
」
と
い
う
。）は
、
三
十
日
と
す

る
。

第
四
十
九
条
の
四

法
第
七
十
五
条
の
五
第
三
項
に

規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
期
間
（
次
項
及
び

第
五
十
条
に
お
い
て「
訓
練
招
集
期
間
」と
い
う
。）

は
、
三
十
日
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

第
三
章

隊
員

第
三
章

﹇
同
上
﹈

第
十
節

勤
続
報
奨
金

第
十
節

﹇
同
上
﹈

（
勤
続
報
奨
金
の
支
給
）

（
勤
続
報
奨
金
の
支
給
）

第
八
十
六
条
の
三

﹇
略
﹈

第
八
十
六
条
の
三

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

第
十
節

勤
続
報
奨
金
（
第
八
十
六
条
の
二
・

第
八
十
六
条
の
三
）

第
十
一
節

予
備
自
衛
官
又
は
即
応
予
備
自
衛

官
で
あ
る
者
の
使
用
者
に
対
す
る

情
報
の
提
供（
第
八
十
六
条
の
四
）

第
十
節

勤
続
報
奨
金
（
第
八
十
六
条
の
二
・

第
八
十
六
条
の
三
）

目

次

平成年月日 月曜日 第号官 報


〇
防
衛
省
令
第
十
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
三
条
の
二
（
同
法
第
七
十
五
条
の
八
で
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て

掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〔
省

令
〕

〇
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
防
衛
一
〇
）

〔
告

示
〕

〇
地
上
基
幹
放
送
分
野
に
係
る
経
営
力
向
上

に
関
す
る
指
針
（
総
務
二
五
三
）

〇
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八
条
に
規
定

す
る
責
任
準
備
金
相
当
額
の
算
出
方
法
の

一
部
を
改
正
す
る
件（
厚
生
労
働
二
八
〇
）

〇
行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法

律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
五
年
中
央
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

の
一
部
を
改
正
す
る
件（
中
央
労
働
委
一
）

〇
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
第
二
十
一
条
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
件

（
経
済
産
業
二
〇
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
二
六
〜
二
二
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
陸
地
方
整
備
局
六
二
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
七
五
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

法
務

省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
の
決
定
に
関

し
、
関
係
船
員
及
び
関
係
使
用
者
の
意
見
聴

取
に
関
す
る
公
示

（
北
海
道
地
方
交
通
審
議
会
、
関
東
同
、
中

国
同
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁司

法
書
士
懲
戒
処
分
、
公
示
送
達
、
建
設

業
の
許
可
の
取
消
処
分
、
隊
員
の
懲
戒
処

分
、
隊
員
の
懲
戒
処
分
に
係
る
被
疑
事
実

通
知
書
等
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
全
部

を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他


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